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　話は単純だ。浅川はもともと洋子のヒモだった。洋子は大学時代に学費を稼ぐためにキャバクラでバイトをしていた。そこで浅川と知り合ったらしい。大学を卒業して就職しても、浅川は洋子を離さなかった。彼女の美貌をいいことに、男に貢がせてその金をピンハネしていたというわけだ。驚いたことに、榊原真一は洋子にとって三人目の不倫相手だったらしい。そのほかにも、金持ちの家の御曹司と付き合って貢がせていたという。

　洋子は浅川と別れられない理由があった。大学時代にキャバクラでバイトをしていたことをばらすと強請られていたのだ。これでは別れられないだろう。バイトのことが知られたら、職場に居づらくなるだろう。へたをすれば退職せざるを得なくなる。

　洋子はすべてをおれに話した。そして泣いた。ごめんねごめんねと繰り返して。おれは彼女を慰めた。彼女はおれに抱き付いた。さすがに振りほどくことはできなかった。

　本当なら、あの金は最初から浅川に渡るはずだった。だが洋子は、なんとか毎回毎回金を少しずつ隠してとっておいたのだ。浅川にすべてを奪われないための、涙ぐましい努力。精一杯の抵抗。

　しかし、彼女がこの間言っていた、将来の希望は実際にはないことになる。浅川は、洋子が真一からそれ以上金を搾り取れなくなったら別れさせるだろう。浅川が洋子の秘密を握っているので、これは難しいことではない。つまり、洋子と真一が結婚する可能性は限りなくゼロに近いのだ。でも、将来に何とか希望を繋ごうとするのは洋子の女としての精一杯の気持ちだ。あるいは、彼女は自分自身をごまかしているのかもしれない。とりあえず、今は真一だけが頼りだ。

　だったらおれに手を出すのはやめたらどうだと言いたいところだが、バイセクシュアルという性癖のせいか、我慢ができなかったのだろう。

「ごめんね」

　何度ごめんねと言っても言い足りないらしい。

「お金のことは気にしてません」

　おれは彼女を慰めるようにして言った。

「やっぱり、お金は自分で何とかします」

「でも」

「それよか、あの男の人からお金を取り戻すことを考えましょう」

　おれがそう言うと、彼女はひどく怯えた。

「雅子ちゃんはあの男を知らないのよ。暴力団なのよ。あたしだって、何度も殴る蹴るの暴行を受けたのよ」

「あたしに考えがあります」

　おれは言った。

「実は、知り合いに探偵さんがいるんです。その人に相談します」

「いくら探偵と言っても」

「あの人なら、きっと何とかしてくれます」

「雅子ちゃん、変な気は起こさないで。相手は暴力団よ。太刀打ちなんかできないのよ。お金はほっといて。また榊原さんにもらうから」

「洋子さん、榊原さんと結婚したいんじゃないんですか。だったら、もう貢がせるのはやめにしたほうが」

「浅川がいる限り、あたしは結婚できないのよ！」

　そう言って、洋子はおいおいと泣きはじめた。

　両手で顔を覆って泣きじゃくる洋子を、おれは肩に手を置いて慰める。顔と顔が異常接近しているが、彼女はおれにキスしたりはしなかった。代わりにおれが彼女の頬に軽くキスしてやった。それでも、彼女は泣き止まなかった。

「探偵さんは裏の社会のことも知ってると思います。だから、何とかしてくれると思うんです」

「だけど、相手はヤクザよ」

　洋子は顔を両手で覆ったまま言った。

「へたをすると命にかかわるのよ」

「大丈夫です。その探偵さんなら、きっと暴力団と対等に話をして解決してくれます」

　洋子はそれ以上反論しなかった。彼女はおれの話を信じたかな。おれが探偵を知っているという話だ。もちろん、この探偵というのはおれ自身のことだ。おれの話はあながち嘘ではない。おれは裏社会のことは多少知っている。ヤクザの知り合いも何人かいる。そいつらに相談して解決してもらうこともできるだろう。だが、できればそんなことはしたくなかった。正直なところ、ヤクザに借りを作りたくはない。

　泣きじゃくる洋子に、おれはティッシュペーパーを取ってやった。彼女はそれで涙をぬぐい、鼻をかむ。

「じゃあ、あたし、そろそろ帰ります」

　おれはそう言って立ち上がった。

「だめ！」

　洋子はいきなり顔を上げて懇願するような目でおれを見る。

「まだ行かないで。もっとそばにいて」

「でも、今夜は榊原さんと会うんでしょう」

「ぎりぎりの時間まで一緒にいて」

「……わかりました」

「泣いた跡、化粧で隠せるかしら」

「大丈夫ですよ」

　おれは結局、夕方まで洋子のマンションにいた。
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　さて、あの浅川という男をどうするかだ。洋子には、知り合いの探偵に相談したら何とかしてくれると大見栄を切ったが、実のところ、さしたる考えはない。唯一考えているのは、女装して近づいて、力ずくで金を奪い取ることだ。だが、そんなにうまく行くか？

　それと、できれば洋子との縁を切らせたいとも思っている。おれは最初のうちは洋子のことを大したタマだと思っていたのだが、あの浅川の存在を知ってからは、なんだか不憫に思えてきたのだ。浅川をコテンパンにして、洋子を自由にしてやりたい。洋子の熱烈なキスを思い出しながら、おれはそんなことを考えていた。

　しかし、その一方では、榊原真一との仲も解消させたいと思っている。おれは玲子のことも不憫に思っているのだ。

　別に、別れさせ屋をするつもりはないのだが。

　ちなみに、おれは真一が洋子に貢いでいることを玲子には報告しなかった。玲子が気が動転して変なことをしでかさないためだ。それに、いったいどうやって調べ上げたのかと質問されるのも困る。いつか貢ぐ金がなくなったとき、真一はサラ金に金を借りるだろうか。会社の金を横領するだろうか。そうならないうちに、何とかしなければいけない。

　洋子が浅川に金を奪われた翌日の夕方、おれは心配するふりを装って洋子のスマホに電話した。いや、正直なところ、ほんとに心配していた。彼女の声は沈んでいたが、それでも、おれの声を聞くと喜んだ。洋子さん、大丈夫ですか？ あたしは大丈夫。それよか、お金のこと、ごめんなさいね。いいんです。また、飲みに行きませんか？ 行く行く！ いつがいい？ じゃあ、今夜はどうですか。そういうわけで、おれたちはまた飲みに行くことになった。

　今度は新宿のカクテルバーだ。







【つづく】



小説指南セレクト

【大きな嘘を補強するのは細部のリアリティー】

栗林元




　今、昭和十八年を舞台にしたSF小説を書いている。小説に限らずフィクションとは「嘘」であるが、SF小説は特に読者の予想を裏切る「大嘘」でなければならない。このような大嘘に必要なことこそ細部のもっともらしいリアリティーである。

　そのリアリティーを出すためにどのようなことをしているかを、少し種明かしする。




　当時の地方の国鉄（今のJR）駅を描写するために、駅に掲示されていたかもしれない同じ時代の広告ポスターを調べた。そこで、某企業の広告の戦中の広告の変化を知ることができたので、登場人物が、駅に貼られたそのポスターが半年前より戦時色が強まったことを感じる描写を入れた。

　このように、資料を当たることでシーンが思い浮かぶ。逆に言えば、ここまで煮詰めてから書いているということだ。そうすればいったん書き始めた後に筆が止まると言うことはあまりなくなる。




　リアリティーというのは「モノ」や「現象」だけでない。当時の人々の感覚も重要である。例を挙げてみよう。




　昭和十八年の作中で語られる「写真」や「映画」は大半がモノクロだ。だから、カラー写真やカラーフィルムが出てきた場合は、登場人物は「お、天然色（当時の言い方）だ！」と思わねばならない。ちなみに、昭和の五十年代に広告業界に就職した私は、「モノクロフィルムの方がカラーフィルムより高額」になっていることを知って驚いたものである。




　同様な世間一般の意識の変化は、男女関係、教育関係など社会全体に及んでいる。インターネットのおかげで「モノ」や「現象」のリアルは資料がすぐ手に入るが、この社会意識のリアルは、作家のセンスや想像力が必要だ。




　このセンスが磨かれていれば、幻想小説などで架空の世界の構築をする際にもリアルな世界を構築できる。広く社会に目を向けて、センスを磨いてほしい。







　小説指南https://cyta.jp/novel/s/shousetushinan/










　今回から擬音をつけてみました。擬音があるとさらに漫画っぽく見えますね。相変わらず落ちがないので漫画としては成立してないんです。


花心
　つちやまさみ



8月

黄昏に

灯のごとく咲く

カラスウリ




花の名前／カラスウリ



【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
　本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。 




「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。




「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。 




「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。 




「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか？

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE






今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
　弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。 




「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか？ 




「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか？ 

「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22









理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
　夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8






ぱおにゃん？ 弾射音ショートショート集Vol.2
　暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん！」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう？……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録｡本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78






デイズ・オヴ・ホミサイド
　どうして人を殺すのが悪いことかわからないって？ じゃあ、こんな話はどうだ？……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA






彼女の手の中のバービー
　彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく－－美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。 




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ






レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
　僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。 

　いどぅるが手許にないのだ。 

　人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。 

　そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。 

　ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。 

　行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。 

　そんなとき、少女・ナオミが現れる。 

　彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。 

　はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか？ 

　夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0






A FUNNY STORY OF A SAD STORY
　Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world? 




　This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE

※この本は英語版です。






HAPPY ENDING and MIAI
　This book contains two love stories that occurred in Japan. 

　“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her? 

　“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS

※この本は英語版です。






パッチワールド
　人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E



【栗林元既刊本】



神様の立候補／ヒーローで行こう！
　平成二年の第三十九回の衆議院総選挙を舞台にした作品。主人公・西本は地方新聞・東海新聞の専属広告会社の営業。彼に下された使命は、泡沫候補の新聞用選挙広告を法定回数五回分を全て東海新聞の扱いで獲得すること。選挙広告の扱い件数は新聞の信頼度を計るバロメーター、他紙の専属広告会社も黙ってはいない。さらに問題が一つ。その候補者は、「龍神様のお告げで立候補を決意した」というおばあちゃんだったのだ。西本は無事に扱いを獲得できるのか？ そんな新聞広告の内側をユーモアたっぷりに描いた作品。この作品は、平成三年三月の「第二回ビジネスストーリー大賞」（テレビ東京主催・日本経済新聞社後援）で佳作入選した小説に加筆したもので、今回が初公開。 

　もう一編の「ヒーローで行こう」は平成十四年の作品。ツイッター登場の四年前、地方都市に住む四人のオタク中年が、ひょんなきっかけから正義の味方をすることになる物語。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00IB9F4OE






1988 獣の歌／他1編
　気がつくと、「獣」は新生児の心の中にいた。しかも、今まさに殺されようという瞬間だった。 

　間一髪、肉体から抜け出した獣は、一人の少女の心に飛び込んでいた。しかし、無理な跳躍で、多くの記憶を喪失してしまう。 

　人の心から心へ、性行為を媒介にして移動する獣。肉体もなく、意識の中に隠れ住む獣。 

　その知性は人より神に近く、その特性は、人より獣に近い「私」を語り手に、人の心に秘めた悲しみと欲望を赤裸々に描く。 

　私（獣）とは一体何者なのか。何のために人から人へと移動するのか。そしてどこへ行こうというのだろうか。異色のエロティックSFホラー。 

　他に、ハードボイルドミステリースタイルの官能小説「探偵・隆」を収録。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00KK5I61U






盂蘭盆会●●●参り（うらぼんえふせじまいり）他2編
「盂蘭盆会●●●参り（うらぼんえふせじまいり）」 

　18歳を目前にしたお盆の夕食で、仁は 「明日のお参りにはお前も来なさい」と、父から告げられる。同じクラスの中にも、もう「お参り」をしている者が何人かいた。話によれば長男は兄弟の中でも比較的早く「お参り」に連れていかれるのだという。果たしてそのお参りとはどのようなものなのか。 




「毛布の下」 

　少年時代の夏休み、あの空き地の廃屋で見た腐った毛布の下にあったのは、噂の通り、殺された少年の死体だったのだろうか。 




「尋ね人」 

　週一回のペースで､1年近く掲載され続けている尋ね人広告｡事故死した前任者の葬儀で出会った美しい母娘に秘められた悲しい宿命が､広告マン西本を翻弄する。 




　1990年代から2000年代前半にかけて書いた｢奇妙な味｣系の作品を集めた作品集である｡







　http://www.amazon.co.jp/dp/B00NCD05MK






薔薇の刺青（タトゥー）/自転車の夏
「薔薇の刺青（タトゥー）」 

「姉のマリアンを探してほしいのです」、たどたどしい日本語で涙を浮かべた依頼人は、フィリピンからやってきた美貌のシンガー、テッシー・パドレスだ。保険事務所の下請け調査にうんざりすると、ついつい私は、こんな案件を受けてしまう。 

　日本人と結婚して永住権を手にしたマリアンは、どこへ消えたのか。昭和六十年の名古屋市を舞台に、外人タレントプロダクション、偽装結婚、など、裏社会を描いたハードボイルド作品である。 

「自転車の夏」 

　青空文庫に収録された青春小説に加筆した作品。 

　一九七七年春、栗山肇・十九歳は、かろうじて滑り込んだ愛知大学で、右も左もわからぬうちに少林寺拳法部に入部した。高校三年間、天文部で望遠鏡を覗いていた肥満気味の少年が、マンガ家志望で受験中にもケント紙にペンを走らせていた生粋の文化系の学生が、体育会でも最右翼の武團連合といわれる厳しさで右に出る者のないクラブ・少林寺に入ってしまったのである。 

「俺達、この四年間で恋なんてできるんだろうか…」 

　体育会の一年生の、恋や青春の葛藤や政治に対する怒りとは、全く無縁の疾風怒濤の毎日を描いたユーモア青春小説である。 




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00RQ5LMQ8



【murbo既刊本】



宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
　架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80






宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ






戦え！宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG



編集後記
　murbo／とりあえず、校了として編集後記やります。

　月刊群雛が休刊したり、各電子書籍ショップがなくなる中、21号まで発行できましたw




murbo／表紙はセメントの砂を採掘するところです。あちこちでこういう場所は見かけまして、いい味出してると思ってもバイパスなどの通りなために採ることができない場合がほとんどでした。やっと取れそうな場所で見つけたので撮ってきました。




渡辺／お疲れ様でした、採石場は男のロマンですよねw




murbo／日本の特撮ヒーローの戦場ですからねw！




渡辺／爆発といえば採石場ですねw




murbo／そうそう！最近あまり見ないセメント爆発というのが派手でいいですね。




渡辺／今はダメらしいですね、CGで爆発を上乗せしてるらしいですねw




栗林／先日、テレビでやってましたねセメント爆発。あのライダーのオープニング以降、マンガでの爆発表現があんな感じの絵になった記憶があります。




渡辺／ダイナマンとか爆発がテーマだしw

採石場なかったら作れませんでしたよねw




murbo／それがですね、場所さえ確保できればやれるようなんです。しかも昭和から火薬を扱ってる人はいまだ現役で、規定量よりちょっとだけ量を増やすらしいです。ですので、採石場はロケ地として貴重なのですw

市街地ロケだと合成でしょうねぇ。それにしても今はすごくうまいこと合成してると思います。いいうそのつき方というか。物語とのバランスが良いと思うんです。




渡辺／今の子供向けって凄く良く作ってありますよね～




murbo／毎週、30分番組を二本、あのクオリティでオンエアしているのは贅沢に思います。




渡辺／エンターテイメントは随分進化しましたね～。




murbo／そうですね、ARもうだうだしているうちにポケモンGOが出ちゃいました。妖怪ウォッチもスマホ版がリリースですよ。




渡辺／そうそう、ゲームの技術的な進化は凄いですよね！




murbo／全然ついていけてませんけど、映像的にもリッチでいいなあ～と思います。

OculusとかVRで、自分たちでデザインした車でレースとかできないものでしょうかねぇ。自分でデザインしても自分は乗ってるので見えないんですけど。




栗林／技術的なこともそうですが、昔の子供向け邦画や邦ドラマにあったような、子供に迎合するようなシーンや設定が減ったこともありますね。怪獣の対策本部に小学生がいたり、銃を撃って戦う子供とか。




murbo／毎回じゃないけど、子供が仮面ライダーに変身することはちょいちょいありますよ。ちゃんと戦ってました。




渡辺／貧乏な子供が駅で靴磨きしてたりはなくなりましたね。




murbo／いやいや、靴磨き自体がなくなりましたよw




渡辺／貧乏もなくなりましたw




murbo／貧乏はTVで出せなくなりましたねw

いじめられっ子やちょっとやばい感じの子供がモチーフになる話はほぼないかもしれないですね。




渡辺／制限が多くはなりましたね、

ただ、昔はユルユルの設定や意味不明なシナリオでで子供心にも訳のわかんないなぁってのも多かったですけど、そういうのもなくなりましたね。




murbo／そうか！シナリオが意味不明だから、時間経つと変な深読み出来ちゃう部分が発生して名作に！




渡辺／そういうのもあるかもしれませんねw




murbo／ウルトラセブンのノンマルトの使者とか沖縄は関係ないらしいですし。ただ、そういうゆるさゆえの余白は面白いなと思います。きっちり作り過ぎちゃって、枠からはみ出すような面白さがなくなるのは良くないかと。




murbo／で、渡辺さんの今日の妄想は久しぶりに書き下ろしですね。




渡辺／しばらく気持的に余裕が無かったんですよ。

ドタバタした中に気持的な余裕が少しできた日があったので久々に描きました。

義務にしない緩いスタンスなので助かってますよw

ちょっと可愛い感じがいいなと思ってます。




murbo／機械のニュアンスに寄せている点がいいなと思って。

最初のブログで公開していた線画から順に公開すると思ってたら、できるだけ描き下ろしていたので、やっぱりプロは違うなとか思ってましたよw




渡辺／あぁっ！万が一の逃げ道をふさがれた！！w




murbo／最初から半年分くらいのストックがあるから時間的には余裕出来るんじゃないかと思ってまして、でも以前のでも全然問題ないですよ。




渡辺／ありがとうございます、練習もしたいのでなるだけ新規で描こうと思ってます。




murbo／ということは、「渡辺先生の新作ができるだけ見れるのは北極大陸だけ！」というコピーが出せますねw！




渡辺／「励ましのおたよりを出そう！」とかもありましたねw




murbo／それもうまいこと入れられるといいですね～。そのためには続けないと。




渡辺／murboさんが続ける限りは続くのでは？w




murbo／それが大変なんですよw

弾射音さんとか小説書いてくれる人がいないと結構つらいですねw。書き手は探していかないと。




渡辺／なるほど、たしかにページ数たりないと厳しいですね～。




murbo／この前の文学問題じゃないけど、文学はあったほうがいいので、絵だけでは辛いなと。それと心を入れ替えてリフローEPUBでも、それなりにデザインしようかと思ってるんです。




渡辺／ヒマになったら文学の勉強したいな～

実は僕、秋番が入ってなくて秋から少しヒマになるんですよ。

ZbrushとかCGの宿題も多いのですが、

別の事もしたいな～って思ってます。




murbo／あれま。 小説の書き方は栗林さんがやってますよ。ブログか電子書籍の小説指南を読むだけでも結構違いますね。




渡辺／ありがとうございます、そうします～。




murbo／僕もやったほうがいいなあ～。ストーリーを考えても文章にできずに全部に絵にしているので、手間かかって仕方ないんですよ。

北極大陸に載せてる絵も最初から絵だけ書いていて、なんだか原始人のようで。




渡辺／シナリオ書く時はたま～にありますけど

同人のCGや漫画やゲームあわせの時に仕方なく作ってる感じです。

ちゃんと読ませるものが出来るといいなぁとは常々思ってます。




murbo／落としが文章になるのはほぼないので、読者を意識した文章は書けるようにしないととは思います。

これは、時間作って文章書く特集みたいなのやったらいいかな。




渡辺／文章書く特集はいいですね！

ホラーアドベンチャーゲームの企画をぼんやり考えてるので、ソレ用に書いてみたいな～




murbo／とりあえず、一回やってみましょうか。ちょっと考えてみます。




栗林／描いていただいたシーンをおいらが直したり、といった普段「小説指南」でやってるようなことの実際でもいいですよ。本当は、生徒の作品でのやり取りを載せれると本当に面白いのですが、彼らもその作品でコンテストとかに挑むのでそれができないのです。公開されてもいいですということでなら大歓迎です。ネタにもなるし。




murbo／僕が以前、宇宙キッドのあらすじを添削してもらったような方式ですね。




栗林／それです。




murbo／今回は間抜けなオチでなくて、次の企画につながりそうですw！




渡辺／いいですねw




murbo／こうやって企画が出来るのであったw

まじめな話、ちょっと詰めましょう。また、次回よろしく願いします。



　北極大陸　第21号

　2016年8月1日発行

　編集、レイアウト／murbo

　発行／電子パブ
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